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共著

単著① Dyson-Schwinger 方程式
を用いた準粒子構造の解析

（その他）

（学会発表）

① Vanishing thermal mass
in the strongly coupled
QCD/QED medium

HTL Improved Ladder Dyson-
Schwinger 方程式を用いて、熱ゲー
ジ場の準粒子の性質を調べた結果を
報告した。

発表した内容は「素粒子論研究」に
研究会報告として掲載されている。
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概　　　　　　　要

2012年2月 HTL Improved Ladder Dyson-
Schwinger 方程式を用いて、熱ゲー
ジ場の準粒子の性質を調べた。「熱
的質量」、dispersion関係、崩壊定
数についての分析結果を論じた。

Physical Review D,
Vol.85, No.3,
031902（6pages)

京都大学基礎物理学
研究所研究会「熱場
の量子論とその応
用」

2011年8月


